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経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間 

／
米
山
月
間 

 
 

 

平
成
30
年
10
月
25
日
（
木
） 

 
 

 

会
員
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

57
名 

出
席
計
算
数 49

名
中
35
名
出
席 

出
席
率
71
・
43
％ 

前
々
回
出
席
率
78
・
05
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
渡
辺
国
際
奉
仕
委
員
長 

・
地
区
補
助
金
事
業
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国 

マ
ン
ダ
レ
ー
市
域
内
戦
孤
児
院
へ
の 

設
備
支
援
」
事
業
案
内 

★
鬼
頭
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
広
島
被
ば
く
樹
木（
緑
の
遺
産
）
報
告 

★
岩
崎
米
山
奨
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

・
地
区
米
山
奨
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

研
修
会
報
告 

★
会
員
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
Ｒ-

Ｏ-

Ｔ-

Ａ-

Ｒ-

Ｙ
」 

指 

揮 

者 

前
田 

隆
久 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 
 

清
水 

順
二 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

 
 

宮
下 

一
成  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ガ
バ
ナ
ー
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
宮
下

一
成
さ
ん
と
一
緒
に
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
に

伺
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
地
区
大
会
で

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

清
水 

順
二 

大
原
さ
ん
、
健
康
な
歯
の
話
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

松
本 

哲
朗 

本
日
卓
話
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
く
し
く
も
私
本
日
64
才
に
な

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

大
原 

敏
正 

大
原
さ
ん
、
卓
話
楽
し
み
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

杉
本 

忠
夫 

酒
井 

 

修
・
横
井 

 

衞 

杉
浦 

令
淑
・
前
田 

隆
久 

岡
村 

隆
德
・
春
日
井
和
良 

大
上 

晃
延
・
川
島 

勇
基 

髙
田 

知
史
・
川
合 

美
幸 

大
原
先
生
フ
ァ
イ
ト
で
ー
す
! ? 

近
藤 

明
美 

春
日
井
さ
ん
、
岡
村
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

吉
田 

憲
一 

草
野
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鬼
頭 

茂
成 

昨
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

草
野 

勝
彦 

尾
上
さ
ん
会
長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

先
週
広
島
で
全
国
木
材
組
合
の
大
会
が

あ
り
こ
の
機
会
に
車
で
山
陽
山
陰
地
区

ま
で
約
１
５
０
０
㎞
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ

ブ
を
し
て
き
ま
し
た
。 

吉
田 
隆
彦 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」 

こ
こ
10
年
程
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
シ
ー
ズ
ン
は
街
の
飾
り
付
け
が
ハ
ロ 

         

ウ
ィ
ー
ン
一
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
若
い
人
た
ち
が
、
魔
女
や
ゾ
ン
ビ

の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
街
に
出
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
元
を
辿
る
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
は
、
紀
元
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
代
ケ

ル
ト
人
の
宗
教
的
行
事
で
、
当
時
の
新

年
で
あ
っ
た
11
月
１
日
の
前
日
に
あ
た

る
10
月
31
日
に
、
収
穫
を
祝
う
と
と

も
に
悪
魔
祓
い
を
す
る
と
い
う
お
祭
り

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

と
は
無
関
係
の
行
事
で
す
。 

魔
女
や
ゾ
ン
ビ
の
コ
ス
プ
レ
は
悪
霊

に
仲
間
と
思
わ
せ
身
を
守
る
た
め
と
い

う
の
が
始
ま
り
で
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
広
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
子
供

た
ち
が
仮
装
を
し
て
「T

R
IC

K
 O

R
 

T
R

E
A

T

」
と
言
い
な
が
ら
近
所
を
回 

っ
て
お
菓
子
を
貰
う

と
い
う
風
習
が
続
い

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ッ

ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ

ン
と
い
う
お
化
け
の

顔
を
彫
っ
て
明
か
り

を
と
も
す
魔
除
け
の

飾
り
物
は
、
以
前
は

カ
ブ
を
く
り
ぬ
い
て 

作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
カ
ボ
チ
ャ
が
取

れ
る
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
か
ら
は
大
き

さ
も
様
々
で
細
工
の
し
や
す
い
カ
ボ
チ

ャ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
は
20
年
前
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
が
パ
レ
ー
ド
で
取
り
上
げ
、
徐
々
に

お
菓
子
メ
ー
カ
ー
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
も
広
が
り
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。
子
供
が
お
菓
子
を

貰
い
に
近
所
を
回
る
と
い
う
風
習
は
広

ま
ら
ず
、
特
に
渋
谷
が
有
名
で
す
が
コ

ス
プ
レ
を
し
て
集
ま
る
と
い
う
の
が
各

地
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

世
界
的
に
は
ア
メ
リ
カ
が
大
人
も
子

供
も
仮
装
し
て
盛
大
で
す
が
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
の
国
カ
ナ

ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
も
根
強
い
お
祭
り
に
な
っ
て

ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
中
国
も
日
本
と

同
じ
よ
う
な
形
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

  

会
員
卓
話 

「
健
や
か
に
生
き
る
為
の
お
口
の
お
話
」

 

—

お
口
は
生
涯
の
友
、 

定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
ー 

大
原 

敏
正 

        

1443 
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内
科
的
な
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
な

ら
も
ち
ろ
ん
、
定
期
健
診
を
年
に
１
度

受
け
て
い
る
方
は
非
常
に
多
い
と
思
い

ま
す
。
職
場
で
の
健
診
は
も
と
よ
り
、

よ
り
積
極
的
に
ガ
ン
検
診
な
ど
も
自
治

体
か
ら
の
補
助
も
あ
り
普
及
し
て
い
ま

す
。
病
気
の
早
期
発
見
で
発
病
に
よ
る

様
々
な
損
失
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
が
、
主
に
内
科
健
診
が
主
流

で
す
。
最
近
で
は
「
か
か
り
つ
け
歯
科

医
」と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
も
増
え
、

定
期
的
に
「
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と

し
て
歯
科
医
院
を
受
診
さ
れ
る
方
も
増

え
き
て
き
ま
し
た
。 

歯
の
疾
患
は
主
に
「
虫
歯
」
と
「
歯

槽
の
う
漏
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
特
徴
は
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら

気
づ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
と
、
自
然
治

癒
能
力
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
意
義
が
あ
り

ま
す
。
歯
や
口
腔
機
能
は
改
め
て
述
べ

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
を
噛
む

咀
嚼
す
る
、し
ゃ
べ
る
、表
情
を
作
る
、

味
覚
、
姿
勢
を
保
持
す
る
と
い
っ
た
生

体
維
持
活
動
と
社
会
性
の
維
持
活
動
に

非
常
に
重
要
で
す
。 

歯
科
の
定
期
健
診
で
は
、
初
期
の
虫

歯
の
発
見
だ
け
で
な
く
、歯
周
炎
、顎
関

節
症
、
お
よ
び
そ
れ
ら
か
ら
来
る
歯
牙

喪
失
の
予
兆
、
不
良
不
調
義
歯
の
調
整
、

 

口
腔
粘
膜
病
変

の
早
期
発
見
が

あ
り
ま
す
。 

日
本
人
の
ガ

ン
罹
患
者
数
が 

多
い
も
の
で
は
、
男
性
の
１
位
が
胃
ガ

ン
、
２
位
肺
ガ
ン
、
以
下
大
腸
ガ
ン
、
前

立
腺
ガ
ン
と
な
り
、
女
性
で
は
１
位
が

乳
ガ
ン
、２
位
が
大
腸
ガ
ン
、以
下
胃
ガ

ン
、
肺
ガ
ン
で
男
女
合
わ
せ
る
と
１
位

が
大
腸
ガ
ン
、２
位
が
胃
ガ
ン
、以
下
肺

ガ
ン
、乳
ガ
ン
、前
立
腺
ガ
ン
と
な
り
ま

す
。
一
方
死
亡
者
数
で
見
る
と
男
女
合

計
で
肺
ガ
ン
、
大
腸
ガ
ン
、
胃
ガ
ン
、
膵

臓
ガ
ン
と
な
り
前
立
腺
ガ
ン
や
乳
ガ
ン

で
の
死
亡
は
比
較
的
少
な
い
の
が
わ
か

り
ま
す
。 

話
が
複
雑
で
す
が
、
死
亡
率
で
見
る

と
ど
う
で
し
ょ
う
。１
位
膵
臓
ガ
ン（
94
．

９%

）２
位
胆
嚢
胆
管
ガ
ン（
80
．５
％
）、

３
位
白
血
病
（
70
．８
％
）、４
位
肺
ガ
ン 

（
46
．１
％
）、乳
ガ
ン
は
19
位
（
19
．３ 

％
）、前
立
腺
ガ
ン
は
21
位
（
17
．８
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や
前
立
腺
ガ

ン
や
乳
ガ
ン
は
か
な
り
治
る
ガ
ン
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

で
は
口
の
中
の
ガ
ン
（
口
腔
咽
頭
ガ

ン
）
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
死
亡
率
で

言
え
ば
10
位
（
46
．１
％
）
も
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
で
は
死
亡
率

で
19
位
（
19
．１
％
）
と
か
な
り
低
い

病
気
な
の
で
す
。
な
ぜ
か
、そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
で
は
口
腔
ガ
ン
検
診
が
一
般
化
し

て
い
る
た
め
で
す
。
口
腔
咽
頭
ガ
ン
の

発
症
率
は
比
較
的
低
い
の
で
す
が
、
初

期
で
は
痛
み
も
な
い
為
自
分
で
見
つ
け

に
く
く
、歯
肉（
歯
茎
）や
舌
、頰
の
内
面  

に
で
き
た
小
さ
な
白
斑
や
口
内
炎
に
気

づ
か
ず
、
ま
た
い
ず
れ
治
る
も
の
と
し

て
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
為
に
自
身
で
発
見
し
た
時
に
は
か

な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
進
行

し
た
口
腔
ガ
ン
は
死
亡
率
が
高
い
の
が

特
徴
的
で
す
。 

舌
ガ
ン
の
場
合
５
年
生
存
率
は
第
１

期
が
80
．５
％
で
あ
る
も
の
の
、
第
３

期
に
な
る
と
一
気
に
58
．３
％
に
な
り

ま
す
。
口
腔
咽
頭
ガ
ン
治
療
に
お
け
る

一
番
の
大
き
な
問
題
は
転
移
が
多
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
対
象
の
臓
器
が
頭
頸

部
に
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
共
に
手

術
で
た
と
え
除
去
に
成
功
し
た
後
で
も

後
遺
障
害
が
大
き
い
の
も
特
徴
で
す
。

機
能
不
全
（
摂
食
障
害
、
発
音
障
害
、
視

覚
障
害
、
運
動
障
害
）
や
審
美
不
全
、
顔

の
醜
形
が
問
題
と
な
り
、
手
術
が
成
功

し
て
も
そ
れ
ら
が
原
因
と
な
り
、
社
会

復
帰
で
き
な
い
た
め
に
実
は
自
殺
者
が

最
も
多
い
ガ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

原
因
は
飲
酒
、喫
煙
、歯
並
び
の
不
良
、

合
わ
な
い
入
れ
歯
な
ど
外
的
刺
激
が
原

因
と
さ
れ
ま
す
。
症
状
は
舌
の
場
合
舌

側
面
の
硬
い
し
こ
り
で
出
血
、
疼
痛
が

な
い
も
の
、潰
瘍
形
成
、頰
内
面
や
歯
肉

（
歯
茎
）
で
は
白
斑
、
潰
瘍
、
出
血
、
進

行
し
た
場
合 

は
疼
痛
や
強 

い
口
臭
が
あ 

り
ま
す
。
現 

在
開
業
医
で 

口
腔
ガ
ン
の 

初
期
判
断
が 

で
き
る
医
療 

機
関
も
増
え 

て
い
ま
す
。 

歯
科
検
診
で
は
虫
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
、
歯

槽
の
う
漏
の
チ
ェ
ッ
ク
と
共
に
、
口
腔

粘
膜
の
チ
ェ
ッ
ク
も
お
願
い
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

  

地
区
補
助
金
事
業
に
つ
い
て 

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
マ
ン
ダ
レ
ー
市
域
の
内
戦 

孤
児
院
へ
の
設
備
支
援
」
事
業
案
内 

国
際
奉
仕
委
員
長 

渡
辺 

観
永 

 

現
在
、国
際
奉
仕
委
員
会
で
は
、松
本

年
度
に
お
け
る
地
区
補
助
金
事
業
と
し

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
マ
ン
ダ
レ
ー
市
域

「
シ
ュ
エ
グ
ニ
孤
児
院
」
の
支
援
活
動

の
準
備
を
鋭
意
す
す
め
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後 

２
つ
の
活
動
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

１
．「
ロ
ー
タ
リ
ー
内
戦
孤
児 

国
際
理
解
教
室
」 

12
月
26
日(

水)

10
時
～
12
時
開
催 

於 

星
城
中
学
校 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
内
戦
の
実
態
と
現
状

に
つ
い
て
、
公
益
財
団
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協

会
理
事
長
、
サ
ン
ダ
ー
モ
ー
米
山
奨
学

生
が
基
調
講
演
し
、
支
援
の
可
能
性
に

つ
い
て
中
学
生
と
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
を
し
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
グ
ル
ー
プ
毎
の
議

事
進
行
役
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

２
．現
地
孤
児
院
を
訪
ね
る 

ミ
ャ
ン
マ
ー
訪
問
旅
行 

来
年
３
月
中
旬
開
催
予
定 

 

現
地
孤
児
院
で
は
、
完
成
し
た
食
堂

な
ど
施
設
を
確
認
し
、
孤
児
院
児
童
の

生
活
を
視
察
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ツ
ア
ー
と
し
て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

古
都
マ
ン
ダ
レ
ー
の
他
、
ア
ジ
ア
の
諸

都
市
を
巡
る
予
定
で
す
。
日
程
は
し
て

い
ま
す
。 

 

11
月
８
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

11
月
11
日
（
日
） 

地
区
大
会 

第
２
日
目  

於 

蒲
郡
市
民
会
館  

地
区
大
会 

於 

蒲
郡
市
民
会
館 

他 

11
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
） 

大
会
第
１
日
目 

本
会
議 : 

受
付
９
時
30
分 

 

開
会
10
時
00
分 

閉
会
11
時
30
分 

青
少
年
・
学
友
フ
ォ
ー
ラ
ム 

: 

受
付
12
時
15
分 

 

開
会
12
時
45
分 

閉
会
16
時
30
分 

大
会
第
２
日
目 

本
会
議 : 

受
付
９
時
30
分 

 

開
会
10
時
00
分 

閉
会
16
時
00
分 

11
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｒ
財
団
卓
話 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 

 

今
、
や
る
べ
き
こ
と
」 

地
区
補
助
金
委
員
長 

上
野 

 

広
さ
ん  

（
名
古
屋
昭
和
Ｒ
Ｃ
） 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

前
田 

隆
久
・
杉
浦 

令
淑 

川
畑 

博
敬
・
竹
林 

正
人 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


